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要約 

 
 直近になるほど時間割引率が高いという「逓減的時間割引率」を報告しているこれまで

の研究のほとんどは、時間割引を測る 2 時点間の「期間の長さ」とこの時点が評価時点で

ある現在からどのくらい先かという「時点の遠さ」を区別していない。本論文では、「時点

の遠さ」と「期間の長さ」を明示的にコントロールした実験を行い、①時点が遠いほど時

間割引率が低い、②期間が長いほど時間割引率が低い、ことを明らかにした。②は弱加法

性の十分条件である。さらに、②は被験者の意思決定が選択肢間の金額差から影響を受け

ることから生じていることを発見した。 

 


